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私のパソコン拡張子docしか見られないんですってば！

というわけで画像抜きでhtml表示してみて、文字になってないところだけうちます。

【二】ソマリア紛争

ＵＮＳＯＭⅠ 第一次国連ソマリア活動

1 1980、バレ政権弱体化、武器の拡散

2 1991、内戦状態に発展

3 1992、停戦協定、ＵＮＳＯＭⅠ発足

4 1992～、ＵＮＳＯＭⅠ治安の悪さからあまり機能できず。

1 1980年代のソマリアではシアド・バレ将軍の政権が政治的・経済的に壊滅状態に陥った。国営銀行は破産。北部には反政府組織ができ、将軍に退陣要求を突きつけた。将軍は伝統的な民族主義を分断、支配するために軍が保有する近代兵器を各部族に分配した。

2 1991年に政権崩壊が起き、首都モガディシオでは暫定大統領モハメド氏を統一ソマリア議会のアイディド将軍の二大勢力の戦闘が生じ全国に波及した。

3 1992年、モハメド氏とアイディド将軍とが首都における停戦実施協定に調印したことから、安保理は国連ソマリア活動（ＵＮＳＯＭⅠ）を設置した。そして事務総長はモハメドサヌーン氏を特別代表に任命、以後のソマリア活動の責任者にした。

4 しかし、情勢はよくならず、ＵＮＳＯＭⅠは各勢力からの攻撃をうけ、食料や金銭、車両や港を襲撃され、ソマリアのいくつかの派閥は援助物資運搬の安全確保の為の国連軍の展開にさえ異議を唱えた。
ＵＮＳＯＭⅡ 第二次国連ソマリア活動

1 1992年、ＵＮＳＯＭⅠ支援のためＵＮＩＴＡＦ組織、一定の成果を上げる

2 同年、撤退

3 1993、ＵＮＳＯＭⅡ発足、任務

4 ＵＮＳＯＭⅡの失敗

1 1992年、安保理は決議794を採択、憲章７章の下で加盟国が人道援助確保の為に必要な措置をとるようにした。ＵＮＩＴＡＦが組織されソマリアの安全に改善が見られた。

2 しかしＵＮＩＴＡＦは武器押収の任務を負わず、ソマリアに広がった武器の為、警察、軍の機能は停止したままだった。さらに米国はＵＮＩＴＡＦの活動の長期化を好まず撤退してしまう⇒ガリ国連事務総長はソマリアの現状の打開には憲章７章による強制措置が必要だと考えた。Ex.平和の為の結集決議

3 受入国の同意を得ることが本来の同意原則だが、政府が瓦解したままという特殊な状況下での次善の策として、ＵＮＳＯＭⅡは首都の二大勢力のみの合意で派遣された。武器弾薬の回収が任務に加わり、将軍の打倒が任務と化した。

4 現地の勢力と対立、アイディード将軍の逮捕も失敗に終わり、治安の回復や和平の兆しは見えず、死傷者の数が多くなり、1994年より撤退を開始し、1995年３月31日ＵＮＳＯＭⅡは活動を終了した。
第一次国連ソマリア活動と第二次国連ソマリア活動の比較

[image: image1]　　

ＰＫＯの私見
（↓文責：中村）

以上より、ＰＫＯは必要であるが、当事者の同意や協力、人的・物質的資源の確保及び期間・任務の明確化がなされる必要があると考える。また、内戦の政治的解決まで踏み込むべきではなく、人道的介入にとどめるべきである。　
（↓文責：臼井）

今までのPKOは内戦や民族紛争に対処するための制度がきちんと整っていなかった。今後はどういう形で、どこまで関与させるかを検証 していかねばならないと考える。
（↓文責：山田）

国連憲章において規定される国連軍が組織されず、ＰＫＯが活動することが多い現在の状況では、ＰＫＯを国連憲章において規定し、より組織しやすく、しかし内政干渉には至らないよう制限をかける必要があると思う。国家間ではなく、内戦という部族間の争いの場合は特に当事者同士で解決しなければ後々まで火種が残ることが多く、中途半端な活動をして撤退するのならば始めから手を出さない方がまだましなのではないかと考える。
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第一次ソマリア





決議751


開始年月日　1992.4.24


終了年月日　1993.3.26





人数．．停戦監視員　50人


武装保安部隊　500人


　　   保安要員　3,500人


　　　 UNITAF　37,000人


武力．．自衛のみ


　「希望の回復作戦」


同意．．紛争当事者の合意あり





理由は、内戦による極度の治安悪化により、中・南部を中心に深刻な餓死が発生したためと考えられる。


餓死者数は一日平均3,000人














第二次ソマリア





決議814


開始年月日　1993.3.26


終了年月日　1995.3.31





人数．．総兵力28,000人


　　　 うち後方支援8,000人








武力．．強制措置





同意．．なし





参加部隊配備遅れる。


→各派協力熱意薄まる。





兵力について


アリ・マハディ派＞アイディード派


しかしアイディード派は自らが優位と確信し、武力で政権を奪取するか優勢な軍事力を政治力に転化しうるまでの時間稼ぎとして作戦を練った











